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研究成果の概要 

本研究では、一億種類という高多様性ライブラリーを用いた、相分離タンパク質・非膜型オルガ

ネラの分子進化系を構築し、コンパクトな de novo 相分離タンパク質タグの開発や高効率カスケー

ド反応を可能にする人工オルガネラの創成を目指す。 

第一年度では、mRNA を内包するウイルス模倣粒子表面にタンパク質ライブラリーを提示するシ

ステムの構築を行ったが、高効率にタンパク質を提示する一方でウイルス模倣粒子の形成効率は

低下した。第二年度では、指向性進化法を用いてウイルス模倣粒子の形成効率の向上、そして構

造解析を行った。ウイルス模倣粒子にランダム変異を導入したライブラリーを構築し、指向性進化

実験を繰り返した結果、粒子形成効率は 90％程度まで改善した。さらにより多様なタンパク質・ペ

プチドを粒子表面に提示できることが判明した。電子顕微鏡解析の結果、直径 30nm 程度の均一

な粒子を形成していることが分かり、その自己集合様式は分子進化前から変化がないことを明らか

にした。 

また、ウイルス模倣粒子を改変することで、試験管内でウイルス模倣粒子の自己集合を再構成

することに成功した。様々な長さの RNAや他の分子を内包させる再構成系の最適化を行った。 

 

 

 


